《　精　神　系　》

【宮岡分野】

　　・基本的な精神疾患分類（P.１表１）

　　・精神症状と診断　　　（P.１図１）

【斉藤分野】

　　※他の先生の分野でもここで扱う精神症状は何度も出てくるので

全般的に学習するのが理想です。一応絞りました。

　　・意識の異常　　　；　せん妄について　（P.３の右下のスライド）

　　・知覚の異常　　　；　幻覚について　　（P.４の右上のスライド）

　　・記憶の異常　　　；　　　―――　

　　・思考の異常　　　；　思路弛緩について（P.５の右上のスライド）

　　　　　　　　　　　　　妄想について　　（P.５の左下のスライド）

　　・感情の異常　　　；　　　―――

　　・意志・欲情の異常；　　　―――

　　・巣症状　　　　　；　Broca失語〔運動失語〕について（Textには言葉のみ）

Wernicke失語〔感覚失語〕について（Textには言葉のみ）

　　・てんかんの治療　（P.30の左上と右下のスライド）

　　・Down症候群　　（P.32の左上と右上のスライド）

・Lennox-Gastaut症候群（P.32の右下のスライド）

【吉田分野】

　　・薬物依存の成立について（P.9の２＋2007年の過去問）

　　　→　精神依存・身体依存・離脱症状・耐性・逆耐性・交叉耐性

    　　　フラッシュバック・陽性強化作用・陰性強化作用　

【生地分野】

・認知行動療法について（P.14の右上のスライド）

【田ヶ谷分野】

・睡眠障害の分類とその治療を簡単にまとめる（P.20～P.22）

【井上分野】

　　・パニック障害、強迫性障害、外傷後ストレス障害について（P.34）

　　・適応障害について　　　　　　　　　（P.35の左上のスライド）

　　・境界性パーソナリティー障害について（P.37の左中段のスライド）

【澤山分野】

　　・Korsakoff症候群とWernicke症候群について（P.40の左中段のスライド）

　　・アルコール離脱症状・治療・予防について　 （P.41～42の左上段）

　　・アルコール依存症の治療について　 　　　　（P.42の右上段のスライド）

【山本分野】

・統合失調症の症状について　　（P.47の下段～P.48の中段）

・統合失調症の薬物治療について（P.50の下段～P.51の中段）

【高橋恵分野】

　　以下の疾患の特に病理所見・障害部位・症状・検査所見について

　　・アルツハイマー型認知症について（P.56～P.57）

　　・前頭側頭型認知症について　　　（P.57～P.58）

　　・レヴィー小体型認知症について　（P.58）

　　・血管性認知症について　　　　　（P.58～P.59）

　　・器質性精神障害の症状について　（P.60のC）

【高橋恵理分野】

　　・身体化障害の特徴について（P.81のCの①）

・心気障害の特徴について　（P.81のCの③）

　　・神経性食欲不振症について（P.82のBの①）　

　　　　

【大嶋分野】

・うつ病の症状について（プリント3枚目のDSM-Ⅳを中心に）

・うつ病の治療について（プリント6枚目の２の①）

【岩満分野】

　　・質問紙法と投影法の長所・短所について（P.108の２の①と③、P.109の６）

· 佐伯先生と大石先生からは出題されないと考えました。

　　　　佐伯先生；『患者医師関係、医療コミュニケーション』

　　　　大石先生；『精神科における救急医療』

